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災
害
と
向
き
合
う

　
 

災
害
発
生
！ 

そ
の
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
す
る
？

　

初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
台
風
や
前
線
の
影
響
に
よ
る
大
雨
な
ど
で
自
然

災
害
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
命
を
守
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
避
難
勧
告

な
ど
の
避
難
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
情
報
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切
な
避

難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
な
場
所
を
知
る

　
市
で
は
、
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
予
想
さ
れ

る
範
囲
や
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
る
場
所
、

避
難
所
な
ど
を
記
載
し
た
次
の
地
図
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
避
難
が
必
要
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、
自
宅
な
ど
が

浸
水
や
土
砂
災
害
の
危
険
が
あ
る
の
か
を
家
族
と
一
緒
に

確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
伊
賀
市
の
防
災
マ
ッ
プ

○
伊
賀
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

○
伊
賀
市
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

○
三
重
県
土
砂
災
害
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
（
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
）

※
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
全
て
の
危
険
箇
所
が
示
さ
れ
て
い

　
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
活
用
し

　
て
、自
ら
の
目
で
確
認
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
防
災
マ
ッ
プ
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
総
合
危
機
管
理

　
課
・
各
支
所
振
興
課
・
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

　
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

　

た
だ
け
ま
す
。（
防
災
マ
ッ
プ
は
、
平
成
25
年
４
月
に

　
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
。）

　
近
年
、
短
時
間
で
局
地
的
に
非
常
に
激
し
い
雨
が
降
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
災
害
が
発
生
し
や
す

い
状
況
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い

ざ
と
い
う
と
き
、
自
ら
の
命
と
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

情
報
を
正
し
く
理
解
し
、災
害
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
避
難
に
必
要
な
情
報
を

　
知
る
こ
と
、
生
か
す
こ
と
が
大
切

《過去10年間の１日最大降水量（伊賀市）》
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年々、増加しています

　
急
激
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
き
は
、
避
難
勧
告
や
避

難
指
示
が
最
初
に
発
令
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

避
難
情
報
だ
け
に
頼
る
こ
と
な
く
、
自
ら
が
危
険
と
感
じ

れ
ば
躊
躇
せ
ず
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

災害発生の
危険度が高い

《
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
き
》

○
避
難
に
時
間
が
か
か
る
人
は
、
避
難
を
始

め
る

○
気
象
や
周
囲
の
状
況
に
注
意
を
払
う

○
避
難
の
必
要
性
を
考
え
て
、
準
備
を
す
る

避
難
指
示

避
難
勧
告

避
難
準
備
情
報

《
被
害
の
発
生
が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た
と
き
》

○
避
難
所
な
ど
へ
避
難
を
す
る

《
人
的
な
被
害
が
発
生
す
る
危
険
が
非
常
に

高
い
と
き
や
被
害
が
発
生
し
た
と
き
》

○
た
だ
ち
に
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
を
完

了
さ
せ
る

の
情
報
な
ど
を
も
と
に
、
危
険
度
に
応
じ
た
３
種
類
の
避

難
情
報
を
発
令
し
ま
す
。
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
次
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
情
報
を
入
手
す
る
に
は

　
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

避
難
情
報
は
３
種
類

　
市
で
は
、
気
象
情
報
・
雨
量
・
河
川
水
位
・
地
域
か
ら

（mm）
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災
害
時
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
防
災
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
利
用
可
能
な
方
法
で
情
報
を
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
普
段
か
ら
ど
の
方
法
を
利
用
で
き
る

か
を
考
え
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

○
テ
レ
ビ
（
デ
ジ
タ
ル
文
字
放
送
）、
ラ
ジ
オ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
市
・
県
・
気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　
検
索
サ
イ
ト
な
ど
）

○
携
帯
電
話
緊
急
速
報
メ
ー
ル

○
防
災
行
政
無
線
放
送

○
あ
ん
し
ん
・
防
災
ね
っ
と

○
伊
賀
市
行
政
情
報
番
組
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）

知
り
た
い
情
報
は
自
分
で
入
手
す
る
こ
と
が
大
切

◆
ど
こ
へ
逃
げ
た
ら
い
い
の
？

◆
災
害
の
前
兆
っ
て
な
に
？

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
危
機
管
理
課

　
☎
22
・
９
６
４
０　
FAX 

24
・
０
４
４
４

○土の匂いがする
○雨が降り続くのに川の水位が下がる
○山鳴りがする
○木が裂ける音や石がぶつかる音がする

▼

土
石
流

《市内の避難情報発令対象者数と
実際の避難者数（平成 26年台風11号）》
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6,141人

183 人

　
左
の
グ
ラ
フ
に
よ
る
と
、
避
難
行
動
を
開
始
す
る
基

準
で
あ
る
避
難
勧
告
な
ど
の
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
た

と
き
、伊
賀
市
内
で
実
際
に
避
難
し
た
人
数
は
、約
３
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
避
難
対
象
で
あ
っ
た
多
く
の
人
が
、
実
は
避
難
で
き

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

命
を
守
る
行
動
を避難情報が

発令された人の
約３％

○がけがひび割れる
○小石が落下する
○地鳴りがする
○湧き水が止まる、濁る

▼

が
け
崩
れ

○地面がひび割れる
○水が噴き出す
○木が傾く
○地鳴りや山鳴りがする

▼

地
す
べ
り

前兆現象 前兆現象

前兆現象

　
避
難
の
原
則
は
「
危
険
な
場
所
か
ら
避
難
所
な
ど
の
安

全
な
場
所
に
移
動
す
る
」
こ
と
で
す
。

　
避
難
所
は
、
避
難
情
報
な
ど
に
応
じ
て
地
域
の
小
学
校

な
ど
を
利
用
し
、
市
が
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
地
区
の
公

民
館
や
集
会
所
な
ど
の
一
時
立
寄
所
を
一
時
的
な
避
難
場

所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

避
難
の
原
則

　
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
と
き
は
、
前
兆
現
象
を
伴
い
ま

す
。
昨
年
、
広
島
市
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
で
は
、
発
生

前
に
住
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
前
兆
現
象
を
確
認
し
た
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
象
に
気
付
い
た
ら
、
周
囲
の
人
に
も
知
ら
せ
て
、
い

ち
早
く
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

前
兆
現
象
を
見
逃
さ
な
い

状
況
で
変
わ
る
避
難
場
所

　
た
だ
し
、
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
次
の
よ
う
に
例
外

的
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
水　
害
》

○
既
に
外
に
出
る
こ
と
が
危
険
な
場
合

○
浸
水
が
浅
い
場
合

　
建
物
内
の
高
い
場
所
に
留
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
土
砂
災
害
》

○
既
に
外
に
出
る
こ
と
が
危
険
な
場
合

　
建
物
内
の
崖
や
山
か
ら
離
れ
た
高
い
場
所
に
留
ま
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
濁
っ
た
水
の
中
を
歩
い
た
り
、
強
風
の
中
、
屋
外
に
出

　
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
周
囲
の
人
の
命
を
守
る
た
め
、
情

報
収
集
方
法
を
考
え
た
り
、
避
難
所
の
確
認
を
す
る
な
ど
備

え
と
し
て
今
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

（人）


